
先日8日に行われた衆議院議員選挙で、自民党が圧倒的な勝利（大勝）を収め、経済政策では減税・景気
刺激策を推進する方針との事であり、農業政策についても“稼げる農業への転換”“輸出拡大重視”など昨
年10月様々なキーワードを挙げていたが、実現に向け加速する事、大いに期待させていただきたい。
扨、今回は昨年2025

年の農林水産物・食品
の輸出について触れて
みたい。2025年の農林
水産物・食品の輸出額
は1兆7,005億円となり
（対前年比+12.8％、2
024年は1兆5,073億円）、
13年連続で過去最高を
更新したが、政府が掲
げた2025年目標「2兆
円」には到達しなかっ
た。伸びている品目は
緑茶（特に抹茶）、米・
米加工品、ブリ、牛肉、
和牛、ホタテ貝などが挙げられるが、特に緑茶は欧米・ASEAN向け等が健康志向や日本食への関心の高ま
り等を背景に、ラテやスイーツ等の食品原料となる抹茶を含む粉末状茶を中心に増加している。
ブドウ・りんごなどの青果物の輸出は鈍化、シャインマ

スカットは他国との価格や品質競争が激化しており、りん
ごは天候不順の影響で台湾などで好まれる見栄えの良い大
玉の商品が十分確保できなかった事などが挙げられる。尚、
主要輸出先（2025年）は「米国」緑茶や和牛の需要が根
強く約2,762億円と輸出額トップになった。次いで「香港」
約2,228億円、「台湾」約1,812億円、「中国」約1,799億
円（2023年8月以降の禁輸措置の影響が残る）となってお
り、上位4か国で輸出額全体の大きなシェアを占めている。
輸出増の要因としては①世界的な日本食人気の高まり

（寿司・緑茶・和牛など）②健康志向の高まりで茶・海産
物の需要増③観光客や海外日本食店の拡大による認知向上
などが挙げられるが、一方で輸出の課題として①米国の関
税引き上げなど貿易障壁の変動②中国の一部輸入制限の影
響③主要輸出先の偏り（米国・香港・台湾が中心）④輸入
規制・検疫（国ごとにルールが違う）⑤輸送コスト・鮮度
管理など引続き様々な問題・障壁などがあるが、是非政府
には「2030年迄に農林水産物・食品の輸出額 中長期目標
5兆円達成」に向け積極的な支援策により更なる国内農業
の発展、生産意欲向上なども踏まえ今後も輸出が拡大され
る事、大いに期待させていただきたい。
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一方で2025年は「令和の米騒動」と呼ばれる米の品薄・価格高騰が発生し、外国産米の輸入が急増し、民間
輸入量は9万6,834トンとなった。前年の95倍という異例の増加であり、1999年の民間輸入開始以来、最大規
模である。今後、国内生産者の収入確保、国産米価格安定化に向け政府の対応・対策についても引続き期待す
るところである。

～ミモザの黄色は春の訪れ～
ミモザはオーストラリア南東部原産のマメ科アカ
シア属の花です。寒い冬を耐え、春先に鮮やかな黄
色い花を咲かせます。ミモザの花言葉は「感謝」
「友情」「思いやり」など、花のイメージに似合う
あたたかい言葉が多くつけられています。
日本でもミモザは近年人気が高まり、温暖な地域
を中心に栽培が広がっています。千葉県をはじめ、
静岡県の伊豆地域・神奈川県湘南エリア・愛媛県な
ど、冬の寒さが比較的穏やかな地域で多く見られま
す。特に千葉県南房総地域では、早春にミモザが咲
き誇り、地域の風景を明るく彩ります。観光地では
ミモザをテーマにしたイベントやマルシェが開催さ
れ、地域の新たな魅力として注目されています。生
花としての日本のミモザ市場は取引量が10年で約3倍、価格は約2倍と上昇傾向にあり、勢いある品目の一つに
なっています。成長要因としてはSNSにおける鮮やかな黄色いふわふわとした花の「映え」と、「ミモザの日」
の拡散が一因として考えられます。若い世代を中心に、ミモザを使ったドライフラワー等の需要も増え、花き
市場の活性化にも寄与しています。
「ミモザの日」とも呼ばれる「国際女性デー」は3月8日。女性の権利や社会的地位の向上を考える国際的な

記念日です。日本ではまだあまり馴染みのないミモザの日ですが、特にヨーロッパを中心として広く認知され
ています。1975年に国連で提唱され、1977年の国連総会で議決されました。世界各国でイベントや啓発活動
が行われ、女性の活躍を称える日として定着しています。イタリアではミモザの日に男性が家族や同僚、友人
の女性にミモザの花を贈る習慣があります。ミモザは特別高価な花という位置付けではなく、誰でも手に取る
ことができる日常の花であり、「すべての女性に敬意を表す」という文化が自然に根づいたと言われています。
同国イタリアにて開催中のミラノ・コルティナ冬季オリンピックでは、冬季大会史上最も男女均衡的な参加

割合となり、女子割合は47%に達しました。1924年開催の第１回冬季オリンピックの出場女子割合が4.3％で
あったことを思うと、この100年で女性アスリートの活躍の場が大きく広がったことが伺えます。競技の種類
も増え、女性が挑戦できるフィールドが確実に拡大していることは、スポーツ界全体の価値観の変化を象徴し
ています。
女性を祝福する花であるミモザの広がりとともに、日本の女性進出にお

いては2025年には日本初の女性首相が誕生し、政治の世界でも女性リーダー
が存在感を高めています。この肥料業界においても同様に女性の活躍が増
えてきていると感じます。
3月8日のミモザの日が身近な人を思い返すきっかけになれば嬉しく思い

ます。この機会にぜひご家庭またはご自身にミモザを贈ってみてはいかが
でしょうか？（東京支店）

福井県へ行きズワイガニ、セイコガニを堪能してきました。セイコガニの内子と外子が大好物です。家にも蟹
が届き、しばらく蟹三昧な日が送れます。
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